
議事録 第 1回 学校運営協議会 

 

１ 日 時  令和 4年 6月 22日(水)13:30～14:35 

２ 場 所  黒沢尻工業高等学校 中会議室 

３ 出席者  委員 9名（2名欠席） 

       ・佐藤満義（北上工業クラブ会長） 

       ・菅原浩一（北上地区電気工事業協同組合理事長） 

       ・中村達也（（株）アジテック代表取締役社長） 

       ・高橋 亨（上野中学校長） 

       ・後藤則夫（同窓会長） 

       ・菅野良康（体育後援会長） 

       ・斎藤芳里（ＰＴＡ会長） 

       ・中島いずみ（前ＰＴＡ会長） 

       ・畠山宏道（二子村崎野地区） 

    欠席 ・髙橋剛（北上商工部部長）（代理 武田課長が出席） 

                    （オブザーバー 早坂主査） 

       ・八重樫博之（岩手県建設業協会北上支部長） 

    学校側 5名 校長、副校長２、事務長、総務部長 

 

４ 協議 

（１）役員選出 

   会 長  ＰＴＡ会長 斎藤芳里 

   副会長  北上工業クラブ会長 佐藤満義 

 

（２）本校の経営計画について 

【委員】 

 できる限り黒工の活動に協力したい。北上市の課題としてものづくり産業の人材である。 

昨年度末から北上管内の求人倍率２倍を超えている。人手不足、東北管内でも一番である。

黒工の地域産業講座で市内の企業が出前授業をしてくれる。大企業は子供は知っているが、

知られていないが素晴らしい企業がたくさんある。紹介して生徒の目に触れさせたい。市の

会議でも、保護者の意向が高校選び、就職先にもかなり強い影響があると話されている。生

徒だけでなく保護者への企業のアピールを強くし、黒工への進学を勧めてもらえる親御さ

んを育ててほしいと思う。 

【学校】 

 岩手大学の梅木教授から１２月の北上市の企業見学会が企画されているが、黒工は何人

くらい参加できるかと問い合わせがあった。１７０人くらいと答えた。１２月から各科で工



場見学があるが、見学先がダブらなければできる。 

【委員】 

 梅木先生と調整したい。 

【学校】 

 親子工場見学とかあってもいいのかなと。 

【委員】 

 今年、市は９月１９日、さくらホールで中高生対象の岩手大学の理系女の実験講座のよう

なものを開催する考えているが、男性も必要かなと思っている。周知よろしく。 

【委員】 

 就業体験について 

 コロナの前、小、中学校からインターシップを受け入れて欲しいと言われてやっていた。

小中学校の時から工業に興味を持ってもらいたい。工業クラブの方でもそのような体制を

考えて欲しい。 

【委員】 

 きたかみ・かねがさきテクノメッセを今年は３密をさけるようにして予定している。今３

５～４０社の出展。工業クラブとして北上川流域ものづくり NWの企画の中で、企業を知ら

ない子供父兄もいる。父兄をターゲットにした企業見学、現地集合解散、を企画してもいい

のかな。 

【委員】 

 私らに何が手伝いできるか。黒工の目的は何か、今後、すすんでいくのか。よく私らに理

解できない。こういうことやりたい、わかるようなことなら協力できる。大きなことなら、

学校に口出しできない。そのへんはどういうものなのか。 

【学校】 

 学校の教育活動の中で地域課題を共有して、人材を輩出する。学校から提案した事業を進

める。手伝いしてもらいたいのは就業体験、出前授業、地域プロジェクト、前の学校では地

区の中で夏祭りをやりたいから高校生を出してくれないか、コロナで行事ができなくて寂

しい思いをしているからイルミネーションを作ってくれないかの要望があり生徒がプログ

ラムを作った。地域と関わりを持ちながら子供たちが学びをする。要望があれば、考えてい

く。（提示した）１～８までの項目とは限らない。 

【学校】 

 校長の方針に対して、それぞれの立場からの意見を出してもらいたい。それから、地域の

中の学校として進め方を修正していきたい。 

【委員】 

 保護者の立場から。こどもが小学生の時にテクノメッセを見た。黒工祭に来た。黒工生の

魅力を触れて影響を受けた。たくさんのことができる高校生がいる。いろいろなことを勉強

すると教えることもできる。出前授業のこと。そんな体験をすることで、学校の魅力を知る



ことがとても大切だなと感じた。そして進学した。親としては、工業高校がわからないまで

も子供と相談しながら決めた。小中の保護者にも勉強と資格の内容、進学したら学校の中は

どういうものか、広めていくのが大事。中身がわからないとわかりづらい。不安がある。小

学校から高校へ来てもらって、（出前授業の内容を）授業するとか、保護者も一緒に来ても

らえば間口も広がる。魅力を伝え切れていないところもある。ピーアールが必要。 

 機械があるところを見るだけでもみればちがう。情報開示の機会があればいい。 

 

（３）スクールポリシーについて 

・アンケート、今月末までに提出願いたい。 

 

５ 報告 

  資料に「本校の教育活動の現状と課題」、今年度の大会結果掲載 


